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               審   査   の   要   旨 
 現在、開発経済学では、個別主体の経済行動の動機とそれに果たす社会関係の機能を理論的、数量的に分析
した研究蓄積が求められている。本論文は、ラオス中山間地域の一村落を対象に、稲作農家の生産行動におけ
る村落内の労働交換と米の貸借という相互扶助関係の相互関連性の存在とその論理を、著者の農家経済調査に
基づき農業経済学的分析、社会ネットワーク分析、ミクロ計量経済学的分析によって明らかにしたものである。
本論文の主題的分析では、一村落を対象としているため、その一般化には留保が必要であるが、悉皆調査であ
るからこそできた複数の相互扶助関係の重なりを確認することで、重要な議論を提示している。また米の無利
子貸借の実現のためには、情報の非対称性の問題や機会主義的な行動を解決することが求められるが、本研究
は、そこに労働交換の役割があり、陸稲生産における圃場の流動性にその要因を求めていることは、相互扶助
関係機能にある論理の理解に貢献しうる内容であると評価できる。また雇用労働機会や商品作物生産機会、現
金支出の必要性の拡大といった市場経済のもたらす環境の中で、著者自身の平野部での分析を比較検討対象と
しながら、相互扶助関係の変容や流動性の制約に加えて資源制約に直面する中山間地域における上記分析の位
置づけを議論し、そうした地域での今後の稲作生産と生計向上の可能性について議論を行っている点も、本論
文を意義あるものにしていると評価しうる。 
平成27年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
